
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・がんばルンバ選手権（計算）、二小漢字王等の取組の実施
・家庭学習強化週間の実施
・放課後学習教室、スッキリタイム（学級毎の放課後補習）の実施
・保護者ボランティアの協力による基礎タイムの実施
・個別学習や家庭学習としてドリルパークやまるぐランドを活用
・東京ベーシックドリル、区学力定着度調査の実施

・全学年、年５回、実施率１００％
・年３回、実施率１００％
・年３５回、放課後３０分程度
・毎週火曜日、朝１５分間
・週１回以上、日常的に活用
・3年生以上、各学期1回
・保護者満足度９０％以上

A A A

・がんばルンバ３回、漢字王１回を実施した。
・４月、９月のスタディウィークを実施した。
・放課後補習教室、スッキリタイムは予定通り実
施した。
・ドリルパークは個別学習や家庭学習で日常的に
活用した。
・１学期初、末に東京ベーシックドリル、区学力
調査を実施した。
・６年生全国学力調査が昨年度より、国算共に２
５％以上改善した。

A A

・がんばルンバ、漢字王、スタディウィークは１００％
実施した。
・放課後補修教室、スッキリタイム、基礎タイムは計画
通り実施できた。
・3学期は４～６年生の区学力調査を実施し、分析結果を
もとにドリルパークで補充をした。 A

・個別対応に注力頂けていることに感謝しま
す。放課後補習教室を、有意義に感じる。
・数々の取組に確実に学力の向上が伺えて、
児童も家庭においても励みになっている。

・学力調査の結果をドリ
ルパークに連携させ、繰
り返し苦手問題に取り組
む。

・巡回指導教員、特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、特別支援教室専門員及び各担任と
の情報共有、個別指導への活用
・保護者への理解の促進、PR

・毎日実施、情報共有実施率１００％

・毎学期実施、当該保護者満足度９０％
以上 A A A

・毎回の指導について情報共有を行っている。
・１学期に巡回指導の保護者会を実施した。

A A

・年間を通して、密に情報共有を行うことができた。
・特別支援教育に関して肯定的回答をした保護者が８
０％だった。

A

・年始から忍耐強く対応頂いている様子を拝
見してきた。
・素晴らしい取り組みの中、保護者の理解も
深まり満足度も高まっているようで喜ばし
い。

・特別支援教育の保護者
理解を、より一層深めて
いく。

・年間指導計画に基づく取組をHPで紹介
・読書意欲の向上

・読書への関心を高める「よむYOMUワークシート」の実施
・図書バーコード化の円滑な推進

・各学年、年３回更新
・読書タイム週２回以上、読書旬間年２
回、読み聞かせボランティア毎週木曜日
実施
・４年生以上、年３０回
・１学期中に完了
・学校関係者評価A

B B B

・７０％の学年がHP更新をしている。
・朝読書、読み聞かせボランティアは予定通り実
施した。
・よむYOMUワークシートの実施率は１学期の
計画分はすべて実施した。
・バーコード化に向けた準備を実施中。 B B

・計画通りHP更新を行い、情報発信をすることができ
た。
・読書タイム、読書週間、読み聞かせは全学年実施でき
た。
・よむYOMUワークシートは、回を重ねるごとに、ス
ムーズに行えるようになった。
・図書室の本がバーコード化され、問題なく運用してい
る。

A

・読書タイム、ボランティアの活動による読
み聞かせ等が、段々功を奏し少しずつでも本
に親しむ機会が増えていくよう期待してい
る。
・書く方だが、４年生の「でたらめ日記」
は、リテラシー教育として特徴的な取り組み
だった。

・読書意欲の向上を図る
ため、読み聞かせ、読書
タイム、よむYOMUワー
クシートの確実な実施を
していく。

体

力

の

向

上

・二小タイム（運動遊び）の実施
・運動遊びに生かす為、体力テストの結果分析
・江戸川っ子縄跳びウィーク（短縄）二小ぴょんぴょん大会（短縄、長縄）
の実施
・学期毎の行事（運動会、長縄、持久走）の継続実施

・年間、毎週水曜日
・２学期以降実施
・年３回、実施率１００％

・各行事及び練習期間実施率１００％
・保護者満足度９０％以上 A A A

・熱中症指数が高く実施できない日もあった。
・１学期の縄跳びウィーク、ぴょんぴょん大会は
予定通り実施した。ぴょんぴょん大会は延べ１４
１名が自主的に参加した。
・運動会も計画通り実施した。紅白対抗など実施
計画を工夫し、保護者の評価も高かった。

A A

・後期は計画通り二小タイムを実施できた。
・体力テストの結果が昨年度より８．８％改善し、女子
は全校平均を全体値で上回ることができた。
・体力テストの結果をもとに、次年度の二小タイムで行
う運動を検討していく。
・２，３学期も縄跳びウィークを実施し、作成した取組
シートを区へ提出した。
・持久走大会、長縄記録会、ぴょんぴょん大会も予定通
り実施した。自分で掲げた目標に向かって努力する姿が
たくさん見られた。

A

・活発な環境が健康維持に役立っている。
・先生方の取組に、児童も積極的に参加し、
体力向上が見受けられる。

・体力テストの結果を踏
まえ、二小タイムの運動
遊びの内容を再検討して
いく。

・ユニバーサルデザインの視点での学習環境整備
・ユニバーサルデザインを視点とした校内研究
・支援シートによる個に応じた対応
・副籍交流等の計画的実施

・教室環境、言語環境整備１００％
・年１１回実施
・対象児童保護者の満足度９０％以上
・副籍交流等の実施率１００％

A A A

・学校で統一して、教室環境を整備した。
・９月までに４回の校内研究を実施した。
・副籍交流は計画通り実施した。 A A

・年間７回の研究授業を通して、ユニバーサルデザイン
の視点に立った、授業改善を行う事ができた。
・対象児童保護者の肯定的回答は、９０％以上だった。 A

・継続をお願いしたい。
・肯定的回答がアップし、満足度が見受けら
れる。

・学びのユニバーサルデ
ザインを次年度も研究
テーマとする。

・地域人材、外部人材を活用した共生社会実現に向けた教育の推進
・たてわり班（異学年交流）の実施
・あいさつ名人、あいさつ運動の実施
・高学年全員による鼓笛隊の実施

・年２回
・異学年交流年間計画実施率１００％
・通年
・区民祭り等への参加 A A A

・１１月の全校遠足に向けて、たてわり班活動を
計画的に実施した。
・あいさつ名人、あいさつ運動は通年で実施し
た。

A A

・１２月、２月に外部講師を招き、共生社会実現に向け
た授業を行った。
・たてわり班活動は計画通り実施できた。
・〇名があいさつ名人になった。代表委員によるあいさ
つ運動は、計画通り実施できた。

A

・２月の道徳地区公開講座、素晴らしかっ
た。人との関わり方、道徳的観念の育み、将
来を楽しみに思う。
・地域人材、外部人材を活用しての公園、授
業など今後も継続してほしい。

・地域人材、外部人材の
活用を充実させ、年2回
以上の講師による授業、
講演会を行っていく。

・「hyper-QU」の実施及び効果的活用、道徳教育の充実、いじめ防止授業
の実施
・校内委員会の効果的実施、全職員での支援体制の構築
・特別支援教育に係る教員の指導力向上に向けた研修会の実施

・全学級、実施率１００％

・毎月実施
・年３回、参加率１００％

A A A

・hyper-QU研修の実施、１学期にいじめ防止授
業の１回目を実施した。
・校内委員会は毎月実施している。
・９月に１回目の研修を行った。

A A

・年３回のいじめ防止授業を実施した。
・年間を通して校内委員会を開いた。
・年３回の特別支援教育研修を実施した。 A

・学校に頼るばかりでなく、保護者の見守り
も大事にしていきたい。
・思いやりの環境づくりが、子どもたちの健
全性を育む近道に思う。

・L-GATEによる毎日の
記録をもとに、児童の様
子を把握していく。

・SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）との連携、適切な活用
・課題把握時点での情報共有、生活指導連絡会、各課題対策委員会の実施

・SNS東京ルールの徹底、家庭SNSルールでの家庭との連携

・情報共有率１００％
・当該保護者満足度９０％以上
・事実把握後１週間以内に行動、成果の
確認
・保護者との連携１００％

B A B

・SC、SSWとは来校するたびに、情報交換をし
ている。
・いじめに該当する件について、いじめ対策委員
会を開催した。生活指導連絡会は毎週行ってい
る。
・家庭でのSNSルールを作成した。

B A

・SC、SSWと密に情報共有ができた。特にSSWとつな
がった家庭が多くあり、状況が改善している。
・報告がある度に、いじめ防止対策委員会を開き、対応
を協議した。 A

・様々な方が子供たちを見守って頂けること
に感謝している。
・一人一人要因が異なり難しいと思うが、対
策委員会、関係者との連携による問題解決を
期待する。

・SC、SSWだけではな
く、児童や家庭と学校を
つなく様々な機関と、密
に連携をとっていく。

・HP（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）等による情報公開
・学校応援団との連携

・各学年、月2回以上
・保護者満足度９０％
・学校関係者評価A

A A A

・計画通りHPの更新している。またテトルによ
る情報発信を日々行っている。
・図書支援員と連携して図書室の整備を行ってい
る。

A A

・計画通りHP更新、テトルによる手紙や保護者通知を行
い、情報発信をすることができた。
・保護者の肯定的回答は９１％だった。

A

・保護者目線の物の捉え方に対して、学校は
とても丁寧に対応頂いていると感じる。
また、地域のお祭り・PTA関連行事への教員
の参加に、子どもたちがとても喜んでいる姿
が印象的であった。
・運動会やげいじゅつ祭での敬老席のよう
な、地域の方が親しみを覚えられる環境をと
ても良いと感じる。

・各学年、月2回以上の
更新を確実に行う。

・学校経営方針の保護者、学校関係者への周知…年度当初
・保護者アンケートの実施、結果の周知

・教職員及び学校関係者中間評価による方針の修正及び追加、年度末評価の
実施による次年度改善策の立案

・年度当初
・定期（年２回）、各行事後（毎回）に
実施し、１か月以内の結果周知
・９月、２月に実施後、改善策を立案
・保護者の満足度８０％以上
・学校関係者評価A

A A A

・学校経営案は保護者や学校関係者に周知し、
HPにも掲載した。
・保護者アンケートの１回目を実施した。
・中間評価を行っている。

A A

・計画通りに保護者アンケートを行い、分析結果と次年
度に向けての取組を保護者に提示した。
・保護者アンケートにおける肯定的回答の平均は８９％
だった。 A

・計画性を持って取り組まれていること、年
間を通じて安定した様子に感謝している。
・学校経営方針についての説明を頂き、先生
方の取組について、よく理解でき勉強させて
頂いている。

・保護者アンケートの回
答率が高まるよう、繰り
返し周知していく。

・C４ｔｈの積極的活用、ペーパーレス促進
・各分掌長による文書起案、各分掌ルートによる進行管理
・会議の効率的な実施及び時間短縮
・SSS（ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ）等の有効活用
・定時退勤日の実施
・教科担任制の推進、協働体制

・育児休業等休暇、休業制度の活用促進

・毎日、C4th活用率１００％
・継続実施率１００％
・１５分以内、継続実施率１００％
・活用率１００％
・月１回実施、残業月４０時間以内
・５、６年は通年、１～４年は年２回実
施
・教職員への周知１００％
・保護者満足度９０％以上

A A A

・職員は毎日C4thを活用している。
・文書の起案はルート通り回っている。
・１回の会議が１５分以上かかる時もあったが、
概ねできていた。
・効果的にSSSを活用している。
・８０％以上は残業４０時間以内だった。
・計画的に教科担任制を行った。
・１０月末から男性職員が育休を取得予定。

A A

・C4thは正規職員は１００％活用をしている。
・会議の時間は１５分を超えることが多かったが、確実
な検討、伝達ができた。
・年間を通して、８５％以上の職員が、残業月４０時間
以内になった。
・本年度、男性職員が育休を取得した。 A

・SSSの人材確保が課題のようですが、学校
環境が継続的に安定出来ることを望んでい
る。
・働き方改革が進められ、効果が現れてい
る。

・働き方改革によって生
まれた時間を、有効的に
使い、児童理解・学級経
営に生かしていく。

・週毎の指導計画に基づく教育活動の計画的実施及び反省の記載
・ユニバーサルデザインの視点に立った授業の実施

・ICT関連教員研修会…年５回
・各授業におけるICTの効果的活用

・毎週、活用率１００％
・校内研究授業実施、区小教研全教員参
加１００％
・年５回以上、実施率１００％
・毎日、活用率１００％
・保護者満足度９０％以上

A A A

・週案を毎週提出させているが、漏れてしまう教
員もいる。
・校内研究、区小教研には全員が参加している。
・９月までに３回のICT研修を行った。
・職員は授業の中でiPadを効果的に活用して授
業を行っている。

A A

・繰り返し声をかけ、週案の自主的提出率は、高まっ
た。（声掛けで１００％提出はできている。）
・年７回の校内研究、区や都の研修を通して、教員の授
業力が高まった。
・保護者の肯定的回答は９３％だった。

A

・教員と子どもの心の距離がとても近く感じ
られ、担任のみならず学校全体で子どもを見
守っている環境がなせるものと思う。その上
で、教員の理念が授業や教育に発揮されてい
ることに安心感を覚えている。
・先生方の努力が結果に表れ、保護者の肯定
的回答も高まっている。

・校内研の充実と区や都
の研修の参加率を高めて
いく。

前年度までの本校の
現状

ユニバーサルデザインの視点に立った授業改善を行えた。
ＩＣＴや外部人材を活用した学力向上に関する取り組みを推進できた。

学力向上・体力向上に関する取り組みを充実させていく。
読書科の年間指導計画を見直し、確実な実施を行っていく。
ユニバーサルデザインの視点の授業改善をさらに進めていく。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度 「中間」

学校関係者評価(A～D)
「年度末」

学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた
改善案

令和6年度　江戸川区立南小岩第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
◎　考える子【学習や生活のいろいろな場面で、本気、根気の持てる子。正しく判断し、創意工夫する子】
〇　思いやりのある子【人と協働することに喜びをもち、協力し合える子】
〇　健康な子【元気な心や体をつくる子】

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

【学校】◎楽しく、力の付く学校　〇いじめのない安全・安心な学校
　　　　〇社会性を育て、自己肯定感を伸ばす学校　〇保護者や地域に信頼される学校
【児童】◎正しく判断し、創意工夫する子　〇人と協働することに喜びをもち、協力し合える子
　　　　〇学習や生活のいろいろな場面で本気、根気をもてる子　〇元気な心や体をつくる子
【教師】◎プロとして持続的に授業改善に挑戦する教員　〇子どもの可能性を信じぬく教職員
　　　　〇子どもを認め、褒め、伸ばす教職員　〇公私をわきまえ、公務員として継続的に行動する教職員

学

力

の

向

上

・良い取り組みだと思う。
・朝の学習時間に充実感を覚える。
・がんばルンバ、漢字王等で頑張った分の評価がされる
機会があるのは励みになると思う。
・放課後補修教室、スッキリタイム等、子供にとってあ
りがたい。
・保護者も家庭での学力に力を入れてほしい。
・色々な工夫がされている。さらに充実するよう指導を
お願いしたい。

・各教室に落ち着きを感じる。
・素晴らしい取り組みの中、保護者も積極的に参加し、
ご指導を頂くチャンスを得てほしいと思う。
・巡回指導の保護者会で情報共有し、満足度が高いと感
じる。

・豊富な教室図書の環境を嬉しく思う。
・読書が根付いてほしい。
・朝読書、読み聞かせボランティア等の活動が功を奏
し、少しでも本離れがなくなることを望む。
・家庭でも親子での読書に対する試みもしてほしい。
・他の項目に比べ、達成度が低いように感じる。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

コメント

・運動会や父子会イベントにおける児童の活発な様子に
感心した。
・とても楽しそうに活動している。
・体力向上に向けて沢山の取組に感動した。
・今年は猛暑が続き先生方も苦労されたと思うが、児童
たちの積極的な参加も喜ばしい。運動会等でも評価が良
かった事が理解できた。
・猛暑により運動する機会が減り、体力が減ることが心
配される。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

〇読書科の更なる充実

〇基礎・基本の定着

〇巡回指導の充実

〇運動意欲や基礎体力
の向上

共

生

社

会

の

実

現

に

向

け

た

教

育

の

推

進

〇特別支援教育の推進 ・副籍交流を計画的に実施しており素晴らしい。
・是非とも継続して頂きたい。

〇体験的活動、自主活
動の推進

・たてわり班は上下関係を身近に経験できる良い学びの
機会だと思う。
・地域人材、外部人材の活用により、児童も楽しそうに
生き生き参加している感じを受ける。
・とてもよい活動なので、今後も継続してほしい。

不

登

校

・

い

じ

め

対

応

の

充

実

・道徳観に個人差はつきものだが、考える力を養い、友
人との和をもって育ってほしい。
・全ての子供が安心安全に過ごせるように、引き続き取
り組んでほしい。

・心の問題は指導が難しいと思うが、SNSはこれからの
社会において避けることのできないツールの一つとし
て、子供たちには今一度使い方を自覚してもらいたい。
・色々な要因が重なり、対応が難しいが、関係者が連携
をして問題解決に向けて、丁寧に対応して頂きたい。

〇子どもたちの健全育
成に向けた取り組み

〇関係諸機関との連携
によるいじめ、不登校
等への対応

特

色

あ

る

教

育

の

展

開

〇学校における働き方
改革プラン

・全体的な時短傾向は望ましいと思う。また、教科担任
制は子供の興味を引き出せると思われるので継続を望
む。
・働き方改革について工夫されていて実施率も高く、素
晴らしい。

〇教員の授業力向上 ・児童と見守りと的確に導く姿に感謝している。
・様々な取り組みを併せて、高い成果が見られる。
・色々な項目の達成度が向上していく中で、先生方の努
力や熱意を感じる。

地

域

社

会

に

開

か

れ

た

学

校
（

園
）

の

実

現

〇地域との共育・協働 ・いつもPTA関連や地域ごとのテトル配信に協力頂き感
謝している。
・地域でのイベントに参加する等、交流も大切にしてほ
しい。

〇学校関係者評価の充
実

・積極的な関わりを意識して頂いており、素晴らしい。
・学校評議員会で丁寧に学校経営方針等を説明して頂け
るので、関心を持てる。
・協力できることが少なく申し訳ない。


